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イ ン プ ラ ン ト 治 療 は 、 臨 床 的 に 予 知 性 の 高 い 治 療 法 と し て 広 く 行 わ れ
て い る が 、 今 後 、 長 期 経 過 を 伴 う 症 例 が 増 え 、 新 た な 課 題 も 生 じ る こ と
が 予 測 さ れ る 。 近 年 、 イ ン プ ラ ン ト 表 面 活 性 な ど が 経 時 的 に 変 化 す る こ
と が 示 さ れ 、 注 目 さ れ て い る 。 し か し 生 体 内 に 移 植 さ れ た イ ン プ ラ ン ト
が ど の よ う に 変 化 し 、 生 体 に 与 え る 影 響 に つ い て は 不 明 な 点 が 多 い 。 そ
こ で 、 本 研 究 で は 、 優 れ た 表 面 活 性 に よ り 高 い 骨 接 合 を 示 す ア ル カ リ 加
熱 処 理 を 施 し た チ タ ン イ ン プ ラ ン ト に つ い て 、 動 物 実 験 を 用 い て 表 面 活
性 の 経 時 的 劣 化 を 生 体 反 応 、 特 に 周 囲 の 骨 形 成 を 組 織 形 態 計 測 的 に 評 価
す る こ と を 目 的 と し た 。  
材 料 に は 純 チ タ ン 製 の 直 径 1 . 5 m m、 長 さ ５ m m の 円 柱 状 イ ン プ ラ ン ト
が 用 意 さ れ た 。 イ ン プ ラ ン ト は 、 機 械 的 研 磨 の ま ま 移 植 し た 群 、 ア ル カ
リ 加 熱 処 理 を 施 し 直 後 に 移 植 し た 群 、 ア ル カ リ 加 熱 処 理 を 施 し た 後 、 約
６ ヶ 月 放 置 し た 群 と し た 。 イ ン プ ラ ン ト 表 面 の 形 態 的 変 化 を 確 認 す る た
め に 走 査 型 電 子 顕 微 鏡 に て 表 面 観 察 を 行 っ た 。 麻 酔 下 に て ラ ッ ト 脛 骨 骨
内 に 移 植 し 、 移 植 ２ 、 ４ 週 後 、 屠 殺 し た 。 移 植 部 を マ イ ク ロ Ｘ 線 Ｃ Ｔ 撮
影 し た 後 、 組 織 標 本 を 作 製 し た 。 顕 微 鏡 下 に て 、 骨 － イ ン プ ラ ン ト 接 触
比 率 、 周 囲 骨 面 積 、 周 囲 骨 幅 、 骨 イ ン プ ラ ン ト 間 の 破 骨 細 胞 数 を 計 測 し
た 。  
イ ン プ ラ ン ト 表 面 は 、 ア ル カ リ 加 熱 処 理 後 、 放 置 し た イ ン プ ラ ン ト の
表 面 は 、 ア ル カ リ 加 熱 処 理 直 後 に 比 べ 、 微 細 な 表 面 の 突 起 の 破 損 が み ら
れ た 。 動 物 実 験 で は 、 移 植 期 間 中 ラ ッ ト の 全 身 状 態 は 良 好 で 体 重 の 減 少
な ど は み ら れ な か っ た 。 マ イ ク ロ Ｃ Ｔ 所 見 で は 、 イ ン プ ラ ン ト 周 囲 の 皮
質 骨 に 病 的 な 吸 収 は み ら れ な か っ た 。 組 織 学 的 に イ ン プ ラ ン ト 周 囲 に
は 、 種 々 の 量 、 広 が り を 示 す 繊 維 性 結 合 組 織 お よ び 新 生 骨 の 形 成 が み ら
れ た 。組 織 形 態 計 測 で は 、骨 － イ ン プ ラ ン ト 接 触 比 率 は 、３ 群 と も 約 5 0％
程 度 で 、 機 械 研 磨 群 、 ア ル カ リ 加 熱 処 理 後 放 置 し て 移 植 し た 群 は 、 ２ 週
か ら ４ 週 で 減 少 を 示 し た が 、 ア ル カ リ 加 熱 処 理 直 後 移 植 群 で は ２ 週 か ら
４ 週 で 増 加 が み ら れ た 。 イ ン プ ラ ン ト 周 囲 骨 量 は 、 ３ 群 と も ２ 週 か ら ４
週 で 有 意 に 減 少 し た （ p < 0 . 0 5）。 ア ル カ リ か 熱 処 理 直 後 移 植 群 と ア ル カ
リ 加 熱 処 理 、 放 置 後 移 植 群 間 で 有 意 な 差 が み ら れ た 。 イ ン プ ラ ン ト 周 囲
骨 幅 は 、 ３ 群 と も ２ 週 か ら ４ 週 で 有 意 に 減 少 し た が （ p < 0 . 0 5）、 ３ 群 間
に 有 意 な 差 は み ら れ な か っ た 。 骨 イ ン プ ラ ン ト 間 の 破 骨 細 胞 数 は 、 ３ 群
と も ２ 週 か ら ４ 週 で 有 意 に 減 少 し た （ p < 0 . 0 5）。 ア ル カ リ 加 熱 処 理 直 後
移 植 群 で は ２ 週 か ら ４ 週 で 減 少 し 、 ４ 週 が 全 群 で 最 小 数 を 示 し た 。  
以 上 の こ と か ら 、 １ ． イ ン プ ラ ン ト 表 面 は 放 置 に よ り 移 動 や 接 触 に よ
る 物 理 的 な 影 響 に よ り 形 態 学 的 な 変 化 を 伴 い 、 表 面 の 粗 造 化 は 、 そ の 形
態 的 特 性 な ど に よ り 表 面 活 性 に 影 響 す る と 思 わ れ た 。 ２ ． イ ン プ ラ ン ト
表 面 活 性 の 低 下 に 対 し 、 周 囲 骨 形 成 の 低 下 が み ら れ 、 イ ン プ ラ ン ト の 維
持 に 影 響 す る と 思 わ れ た 。  
 
 
 
